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日 時 令和４年８月２１日（日）１０時００分 ～ １１時００分 

会 場 西部中学校 体育館 

出 席 者 数 ６名（うち学校関係者２名、報道関係者１名） 

市 出 席 者 石上委員 

吉田教育部長、下野教育総務課長、相木主査、中島主事、熊倉主事 

企画財政部長 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

吉田教育部長から挨拶。 

 

３ 教育委員会からの説明 

資料に沿って、教育総務課長から説明。 

 

４ 質疑応答・意見交換 

【参加者】 ○義務教育学校と併設型があるが、やるのであれば義務教育学校が良いと思

う。その場合、小学校と中学校の授業は異なり、それぞれ免許も必要にな

ってくるので、そういった部分を考えていく必要がある。また、ここだけ

が義務教育学校であることが許されるのかどうか、そういったことについ

て意見を伺いたい。 

【市教委】 ○おっしゃるとおり、小学校と中学校で免許が異なるため、義務教育学校に

なる場合、原則、小学校と中学校の両方の免許状を持った先生が配置され

るのが基本になります。ただ、この義務教育学校というものが平成 28 年

度から新しくできるようになった制度で、両方の免許を持った先生の数が

あまり多くないということがあります。 

【参加者】 ○義務教育学校は平成 28 年度より前にはできている。北海道ではないが、

東京の三鷹が最初に取り組んでおり、平成 24 年度ごろには義務教育学校

があった。 

【市教委】 ○おそらく当時は小中一貫型としての学校であり、制度としては確立されて

いなかったのかと思います。 

【参加者】 〇校長が一人で教職員が配置されていたと記憶する。実際にコミュニティス

クールの関係で三鷹に視察に行った。 

【市教委】 ○その部分の把握はしておりませんでしたが、法律としては平成 28 年度と

いうことで、両方の免許を持っている先生が少ないため、経過措置として

小学校免許しか持っていない先生は義務教育学校における前期課程の 6

年生までのみを指導し、中学校の免許のみの先生については、中学 1～3

年に相当する後期課程のみを指導する形をとっています。今、市内だと 5

割程度の先生が小中両方の免許を取得している状況です。 

【参加者】 ○校長も 5割程度ということか。 

【市教委】 ○校長は把握できておりません。 

別記様式(第 3条関係) 
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【参加者】 ○市内の全体が 5割ならば、校長もおおよそ 5割程度なのではないか。とい

うのも、義務教育学校が仮にスタートした場合、校長は両方持っていない

とうまく学校をまとめていけないのではないかと思う。 

【市教委】 ○小学校の教育の部分と中学校の教育の部分両方に理解を持っていないと

難しい部分はあると認識しています。 

【参加者】 ○なので、そういった部分もつくる際には検討してほしい。 

【市教委】 ○先生の配置については、北海道教育委員会が最終的な任命権者となるた

め、市で義務教育学校を新設するとなった場合は、小学校と中学校の両方

に理解がある先生を優先的に配置していただきたいということで協議を

していくことになると考えています。 

【参加者】 ○仮に西部小学校か西部中学校のどちらかの校舎を使うとなると、まちづく

りの部分についても、担当部署と連絡を密にして、残った校舎をどうする

のか、体育館をどうするのかなど、そういったこともひっくるめて考えて

いってもらわないと困る。後から検討ということではなく、それは同時に

進めてほしい。 

【市教委】 ○最初に申しあげたとおり、本日はたたき台として義務教育学校という形を

お示ししましたが、今日はこちらの場で意見交換をさせていただきたいと

いうことで臨んでいます。最終的にこういった方針で進めていくというの

が決まった場合は、当然、跡施設のこともセットでご説明をさせていただ

きたいと考えています。適正規模・適正配置の検討の取組みにあたっては、

庁内で検討会議を設置し、まちづくりの中心となる企画課を統括として、

教育委員会が事務の主管となって、地域コミュニティを担当している市民

課や、学童クラブを担当する子ども家庭課などで幅広に横断的に組織し

て、子どもたちのこともありますが、地域のまちづくりについても検討し

ていくということで進めています。 

【企画財政部】 ○前回、10年前に団地が統廃合となったときに、学校の統合と跡施設利用が

別の動きをしてしまい、結果的に統合となった後の 2年間は施設の利活用

を考える検討期間となりました。その間、統合される学校についてはすべ

ての窓にコンパネを張って維持管理をするという地域に対して、統合に理

解があっても跡施設については意見をまとめきれないまま時間が経って

しまったということがありましたので、今回は、今日も出席させていただ

いておりますが、いろいろな今後の動きの中によっては、まちづくりの視

点として跡施設をどうしていくか、地域にあわせて、前回を踏まえて考え

ていきたいと思います。 

【参加者】 ○児童体育館も古くなってきていて、地域の施設をどうするかということに

もつながってくる。 

【企画財政部】 ○おっしゃるとおり、跡地や跡施設などすべてひっくるめて検討していくと

いうことになります。 

【参加者】 ○実際にやろうという年は決まっているのか。方向性として、何年から開始
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するのか。 

【市教委】 ○まず前提として、保護者、また地域の皆様と一緒に意見交換をしてつくっ

ていくという合意形成が非常に大事だと考えています。今日も来ていただ

いておりますが、もう少し多くの人と意見交換をした中で決めていきたい

と思っています。仮に、義務教育学校をつくるとなった場合は、学校を運

営しながらの工事ということで最低でも 2年を要します。その前に工事を

行うための実施設計というものが必要となりそれでもう 1年、また、職員

室等がおそらく狭くなることが想定され、増築することも考えなければい

けないためそういった基本設計で 1年、そして、これらの予算を確保する

ために 1年前から業務を始めなければいけないため、少なくとも 5年くら

いはかかると思っています。今から始めたとしても、実際に開校になるの

は最短でも令和 10年になろうかと思います。 

【参加者】 ○丁寧な意見交換という形をとっているのは理解できるが、スピーディーと

いうことも大事だと思う。アンケートの結果を見ても、こういう場をつく

ってもらって失礼かもしれないが、回答率もそれほど良くないし、今日の

意見交換会を見ても保護者はそこまで時間が経つと自分は関係ないとな

ってしまう。小学校 1年生くらいであれば、関係あるかもしれないが、な

かなか真剣に考えるというのがそんなにないのではないかと思う。私たち

のように地域のコミュニティを一生懸命にやっている人間にとっては、こ

の施設をいかに生かしていくのかということが、どちらかと言えば関心ご

とである。今回、将来地域を担う中学生が今どのようなことを考えている

のかというアンケートを行った。その中で、集まる場所がないという意見

があり、いろいろな施設が老朽化しているので、大会はできるけれどもボ

ロボロで自由に活動できないという縛りがあり、ボール一つ蹴れないよう

な実情になっている。子どもたちが自由に集える場所が欲しいというの

が、地域としての考えなのかなと思っている。それが実現するのが 6、7年

先のことなのかと思うと、少し寂しく感じる。 

【市教委】 ○学校だけのことを考えるとじっくりゆっくり議論して取り組みを進めて

いかなければならないと思いますが、一方で、社会教育施設等、会館や体

育館を含めた施設の老朽化をどうするのかという部分は急がなければい

けないということで相反するところではありますが、学校という部分につ

いてもスピード感をもってやっていくことは必要だと思っています。今

回、おっしゃられたとおり、なかなか関心度が高まらないというところに

ついては、我々もいろいろな手法を取りながら、再度、いろいろな方のご

意見をもらえるような体制を組んでいきたいと考えています。時間をかけ

て検討していく部分とスピード感を持って取り組む部分のバランスを取

りながら取り組んでいきたいと考えています。 

【学校関係者】 ○今おっしゃられた意見がごもっともであり、特に、中学校の親からしてみ

たらほとんど関係ないため、今後入る人達の意見を優先するということ
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で、小学校の PTAの意見を重んじることがある。アンケートを見ても中学

校の方が、回答が少なく、逆に言えば親からしてみれば口出しをしないと

いう気持ちもある。なので、先ほどあったように地域コミュニティとして、

学校を学園化するというところが西部地区の場合は、本来の目的に近いの

ではないかと考える。学校だけをどうしようというよりも、地域のコミュ

ニティとして、学園をどうしていくかを考えていくことが大事。中学校の

保護者に聞いても関心がないのは当たり前と言えば当たり前なのかなと

感じる。今の小学生の保護者に影響があることなので、口出しをしないと

いう考えがあり、地域としてどうしていくのかという議論だとみんなが関

わることができるので、とても良いと感じる。 

【参加者】 ○今は、学校は学校だけでなく地域とのいろいろな関わりがあり、それを大

事にしていく必要がある。また、地域も学校を大事にしていかなければい

けない。学校は地域と関わりを持ち、子どもたちにとっていい影響になる

ようにしていかなければならない。そういった教育を三鷹市に視察に行っ

た際に学び、学校が良くなると地域が良くなり、地域が良くなると学校も

良くなるという考え方で教育に取り組んでいた。コミュニティスクールを

この地区につくった時も、地域との関わり合いを大事にしようということ

で平成 25 年に立ち上げた。学校だけが良くなれば良いということではな

く地域全体で良くなっていこうということで、そういう意識を持っている

地域なのでうまくスムーズに進むことを期待している。 

【市教委】 ○三鷹は先進の取組みで、民間の校長が入った初めての学校で、国より早く

進めていました。それが先例となって、義務教育学校も出来上がってきた

のかなと思っているので、我々もそういったことを勉強しながら進めてい

きたいと思います。 

 

 

 

５ 閉  会 

 

 


